社会福祉法人栃木市社会福祉協議会定款施行細則

　（総則）

第１条　社会福祉法人栃木市社会福祉協議会（以下「本会」という。）は、定款第４９条の規定によりこの施行細則を定める。
　（目的）

第２条　本会の運営及び業務の執行に関する事項は、定款に定めるもののほか、この施行細則の定めるところによる。

　（会長の職務等）

第３条　業務の執行及び事務の処理は、定款及び定款施行細則等並びにその他の規程等に基づいて会長が行う。ただし、事務の処理については、決裁規程に基づき決裁責任者において専決することができる。

　（役員の選任）

第４条　理事は、次の選出区分により、評議員会において選任する。
(1) 地区社会福祉協議会
(2) 自治会
(3) 民生委員児童委員
(4) ボランティア団体
(5) 社会福祉施設
(6) 行政機関
(7) 学識経験者
２　監事は、次の選出区分により、評議員会において選任する。
(1) 財務諸表等を監査しうる者
(2) 社会福祉事業について知識経験を有する者

３　役員に欠員が生じたときは、速やかに前２項の手続きを経て補充しなければならない。

　（評議員の推薦等）

第５条　評議員選任候補者は、次の推薦区分により、理事会において推薦し、評議員選任・解任委員会に提案する。
(1) 自治会
(2) 民生委員児童委員
(3) ボランティア団体
(4) 社会福祉施設
(5) 障がい者団体
(6) 利用者家族代表
(7) 老人クラブ
(8) 小中学校校長会
(9) 子供会育成会
(10) ひとり親家庭福祉会
(11) 女性団体連絡協議会
(12) 青年団体
(13) 警察署
(14) 行政機関
２　社会福祉法第４０条の規定等により、不適任であると判断した評議員については、その理由を明らかにしたうえで、理事会が評議員選任・解任委員会に提案する。
　　　附　則

　この施行細則は、平成２２年３月２９日から施行する。

　　　附　則

　この施行細則は、平成２３年１０月１日から施行する。
　　　附　則

　この施行細則は、平成２６年４月７日から施行する。
　　　附　則

　この施行細則は、平成２８年３月３０日から施行する。
　　　附　則

　この施行細則は、平成２９年４月１日から施行する。
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